2009年度工学院大学「新都市の地域減災セミナー」

第３回セミナー「超高層建築など大規模建物の震災想定と対策：（主としてハード対策）」

（2009年９月２日）のための課題用紙
お願い：次回（第３回）のセミナーでは、工学院大学新宿校舎（鉄骨造２８階）を例として主としてハード面での建物の被害想定と震災対策を学びます。また新宿校舎のライフライン施設・設備を中心とした施設見学会を行い、建物のハード対策の現状と課題などについて議論を行う予定です。セミナーを進めるうえで参考とするため、参加者の皆様には勤務先の建物のハード対策に関して、可能な範囲で結構ですので、下記の設問にお答え頂き、事務局へ提出頂くよう、よろしくご協力、お願いいたします。
・お名前（ご所属）：

・勤務先の建物（お勤めでない場合は自宅）に関してお答えください（建物名称、地盤の良し悪し、建築年、建物規模、構造（S,RCなど）、耐震診断・補強の有無など）

・東京湾北西部を震源とするM7.3の首都直下地震が発生した場合、想定される建物の構造的な被害についてお答えください（「多少の被害は出るかもしれないが、構造的には大丈夫であり、使用の継続は可能と考えている」、「修理しないと使用できなくなると思う」など）。
・想定される建物内のライフライン施設・設備（電気・ガス・上下水・通信・エレベータ・サーバーなど）の被害についてお答えください（「屋上の貯水タンクが古いため壊れて、水が使えなくなると思う」、「エレベータは当面、使用できなくなると思う」など）。

・想定されるその他の被害（什器・天井・間仕切り壁・ガラス窓・ドア・パソコンなど）についてお答えください（「家具類の転倒防止策は行っているが、パソコンは倒れ、天井板は落ちてくると思う」、「間仕切り壁とドアが変形し、開かなくなる可能性がある」など）
・新宿校舎の見学の際、特に希望されるハード面での施設・設備などがあればお書きください。
送付先（８月２６日（水）まで）

メール：bcp＿jigyou@sc.kogakuin.ac.jp　　ＦＡＸ：０３－３３４０－０９７８

お問合せ：BCP事務局（担当：阿部　03-3340-1613）
